
第３学年 社会科 学習指導案 
平成２９年１０月２４日（火）  第５校時 

高知市立愛宕中学校３年４組 生徒数３９名       

                                  指導者    川村  綾 

１ 単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆学習の流れ 

 

◆意識の流れ 

 

・国会の仕事、しくみを知る 

・国会議員の役割について知る 

 

・内閣の仕事や役割、議院内閣制について知る 

・行政の役割について考える 

・選挙のしくみについて知る 

・模擬選挙を通して、選挙の意義について考えを深める 

・政党の役割を知る 

 

民主主義における政治では多数

決をとっているんだな。しかし、

少数意見を尊重することも大切

なんだな。 

選挙は主権を持つ私たち国民の

意思を政治に反映するための主

要な方法であり、議会制民主主義

を支えるものなんだな。 

国会の中継や内閣についてテレ

ビで見たことがあるけれど、そ

れぞれの仕事やしくみがわかっ

た。私たち国民の自由や権利を

守るためにさまざまな仕組みが

ととのえられているんだな 

第３次 １・２・３時 

第２次 １・２（本時）・３・４時

時 

第4次 １・２・３時 

 

・民主主義の基本的な知識を得る 

・多数決の原理と少数意見のあり方について理解する 

 

第１次 １時 

単元名  第３章 私たちの暮らしと民主政治 

第１節 民主主義と日本の政治（全１１時間） 

 

 

【生徒の実態】・小学校で主権は国民

にあることを学んだし、選挙権は昔の

人々が獲得してきたことを中学校の歴

史の学習で学んだ。でも主権者として私

たちがすべきことは何だろう。 

 

議会制民主主義を取り入れてい

る日本の政治の学習を通して、

主権者として政治に積極的に参

加することの意義がわかった。

これからは政治に関心を持って

いきたい。 

【単元でつけたい力】 

・現代の政治に関心を持ち、主体的に調べ、課題を追究しようとする力。 

・様々な資料から、課題に即して読み取ったり、複数の資料を関連させて分析する力。 

・主権者としての意識をもち、政治の課題を多面的・多角的に考え、自分の言葉で表現する力。 

 



２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

 

 

 

 

 

・政治参加への意識を高め、民主的な政治と政治参加の方法について意欲的に考え、行動することができる。 

・政治に関する様々な資料から、有用な情報を適切に選択して読み取ったり、複数の資料を関連させて考察した

ことをまとめることができる。 

・政治に関する様々な事象から課題を見出し、多面的・多角的に考察し、その過程や結果を自分の言葉で表現で

きる。 

（１）単元観 

本単元は、学習指導要領の公民的分野（３）「私たちの政治」のイ「民主政治と政治参加」の部分にあたる。ここ 

は「（略）国会を中心とする我が国の民主政治の仕組みのあらましや政党の役割を理解させ、議会制民主主義の意義

について考えさせるとともに、多数決の原理とその運用の在り方について理解を深めさせる。（略）民主政治の推進

と、公正な世論の形成や国民の政治参加との関連について考えさせる。その際、選挙の意義について考えさせる」

と示されている。 

現在の日本は急速に変化する国内外の社会情勢に対応するため、主権者として、国民一人一人が政治に関心を高

め、国民の意思を国政に反映させることが非常に重要になっている。しかし、投票率は年々低下するなど、国民の

政治に対する関心の低さが問題となっている。そんな中、平成２８年６月に公職選挙法等の一部を改正する法律が

施行し、選挙権が満１８歳に引き下げられた。それにともなって、学校教育における主権者教育がますます重要と

なってきている。義務教育を修了する中学３年生において、主権者教育は極めて意義があるといえる。この単元で

は議会制民主主義に関する学習を通して、民主政治が権力分立により国民の自由や権利を守るとともに、国民の意

思の反映をはかるしくみとなっていること、また、国民の積極的な政治参加により民主政治を推進することが大切

であること理解させ、人間を尊重し、自由と権利を保障する民主政治を守り、発展させようとする意欲や態度を養

いたい。 

   

（２）生徒観 

   活発で積極的に発言できる生徒が多く、普段の授業の中でも多様な意見が出るクラスである。表現することに消極

的な生徒もいるが、どんな意見でも受け入れる雰囲気があり、ワークシートやノートなどそれぞれの方法で表現する

ように取り組んでいる。社会的事象に興味を持ち、意欲的に学習に取り組む生徒が多いが、自ら課題を見つけ、その

課題に向けて順序立てて解決しようとする力は全体的にまだまだ不十分である。 

   学習に先立って行った事前アンケートでは「政治に関して興味関心を持っている」という質問に対して肯定的に答

えた生徒は60.4％、また、「将来投票に行きたいと思う」という質問に対して肯定的に答えた生徒は60.5％と半数以

上の生徒が政治や選挙に興味を持っていることが分かった。また、「日本にこうなってほしいという自分の願いがあ

る」という質問に対しても73.6％と肯定的な回答が多かった。今、生徒が持っている政治への関心を大切にしながら、

自分の思いを政治に反映させるための方法を学びやその意義について考えさせながら、主権者としての意識を高めさ

せたい。 

 

（３）指導観 

公民的分野は用語や概念も「難しい」と感じ、抵抗感や不安感を示す生徒も多くいる。そこで学習に対する興味・

関心を高めるために、取り上げる社会的事象が自分たちに近いことだと捉えられるよう、ニュースや新聞記事など

を活用している。担当学年は１年生から担当しており、地理的分野や歴史的分野においても、社会で起こっている

ことをできるだけ取り上げながら、興味・関心を持たせるようにしてきた。公民的分野は地理的分野と歴史的分野

で学んだことを関連して学ぶところも多い。既習事項と新たに身につける知識と関連づけて考えさせ、社会的事象

に対して多面的・多角的に考える力を高めていきたい。 

本校の学校教育目標は「仲間と共に学び、自ら考え行動する生徒の育成」であり、研究主題は「知識・技能を活

用して考えさせる授業の研究」である。グループを用いた作業や話し合いの学習を通して、既習事項を活用し、根

拠をもとに考え、表現する言語活動の充実を図りたい。そのために、学習規律の徹底をはかり、仲間との関わりを

持ち、多様な意見や考えを尊重できる心を育てていきたいと考えている。 



４ 単元の評価規準 

 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 
社会的な思考・判断・表現 資料活用の技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

将来国政に参加する公

民として、政治に対する関

心を高め、民主的な政治と

政治参加の方法について

意欲的に考えようとして

いる。 

 

議会制民主主義や選挙

の意義、民主政治の推進と

国民の政治参加との関連

について、政治に関する

様々な事象から課題を見

出し、多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を自

分の言葉で表現している。 

政治に関する様々な資

料から、有用な情報を適切

に選択して読み取ったり、

複数の資料を関連させて

考察したことをまとめた

りしている。 

民主政治が国民の自由

や権利を守るとともに、国

民の意思を反映する仕組

みをもっていること、また

国民の積極的な政治参加

により民主政治を推進す

ることが大切であること

を理解し、その知識を身に

つけている。 

 

 

５ 指導と評価の計画（全１１時間） 

 

次 学習内容（時数） 
評   価 

関 思 技 知 評価規準 評価方法 

１ 民主主義と多数決

の原理（1時間） 

・民主主義の基本的な

知識を得る 

・多数決の原理を知る 

 

 

○ 

   

 

◎ 

・議会制民主主義において、多数

決の原理と少数意見の尊重が重要

であることを理解している。 

・政治への関心を持ち、学習活動

に意欲的に取り組んでいる。 

観察（態度・発言・関

わり） 

ワークシート 

ノート 

２ 選挙の仕組みと政

党の役割（4時間） 

・選挙のしくみについ

て知る 

・模擬選挙を通して選

挙の意義を考える 

・政党の役割を知る 

・公正な世論の形成に

ついて考える 

  

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

・選挙の意義と日本の選挙制度の

あらましについて理解している。 

模擬選挙を通して、現在の選挙課 

題をふまえ、既習事項や話し合っ 

た内容をもとに、どのような意識 

で選挙に臨むべきか、自分の言葉 

で適切に表現している。 

 

観察（態度・発言・関

わり） 

ワークシート 

ノート 

 

 

３ 国会の仕事 

（3時間） 

・国会の仕事としく

み、国会議員の役割を

知る 

  

 

○ 

    

 

 

 

 

 

◎ 

・国会が国権の最高機関であり、

国の唯一の立法機関であることや

様々な国会の仕事について理解し

ている。 

・二院制がとられている理由や「衆

議院の優越」が持つ意義について

考え、自分の言葉で説明ができる。 

観察（態度・発言・関

わり） 

ワークシート 

ノート 

４ 内閣の仕事と行政

の役割 

（3時間） 

・内閣の仕事や役割、

議院内閣制について

知る 

・行政の役割について

考える 

  

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・内閣の仕事や議院内閣制のしく

みを理解している。 

・「大統領制」と比較しながら、議

院内閣制を採用している理由を考

察し、自分の言葉で説明すること

ができる。 

観察（態度・発言・関

わり） 

ワークシート 

ノート 


